
 

 

令 和 元 年 ６ 月 ７ 日 

山鳥坂ダム工事事務所 

野 村 ダ ム 管 理 所 

 

 

野村ダム・鹿野川ダムの操作規則を変更しました。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

※本施策は、広域地方計画【No.1 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への「支国」

防災力向上プロジェクト】の取組に該当します。 
 

≪問い合わせ先≫ 

 【鹿野川ダムに関すること】 

国土交通省 四国地方整備局 山鳥坂ダム工事事務所 

◎副所長 石岡 克浩（内線：204） 

代表：(0893)-34-3000 

 

 【野村ダムに関すること】 

国土交通省 四国地方整備局 野村ダム管理所 

◎専門官 田村 剛（内線：330） 

代表：(0894)-72-1211 

◎印は、主な問い合わせ先 

鹿野川ダム改造事業に伴う野村ダム・鹿野川ダムの操作規則を関係

機関との協議等を経て変更しました。   

操作規則等は以下ウェブサイトで確認できます。 

 【野村ダム関係】 

http://www.skr.mlit.go.jp/nomura/dam/images/sousakisoku.pdf 

【鹿野川ダム関係】 

http://www.skr.mlit.go.jp/yamatosa/kanogawadam02/index06.html 

http://www.skr.mlit.go.jp/nomura/dam/images/sousakisoku.pdf
http://www.skr.mlit.go.jp/yamatosa/kanogawadam02/index06.html


四国地方整備局 野村ダム・鹿野川ダムの新操作規則      

鹿野川ダム 

鹿野川ダム改造事業の完成 
【治水容量740万m3増強】 

野村ダムのより多くの容量を確保 
【利水容量の一部を治水に活用】 

鹿野川ダム改造事業完成に伴い、野村ダム・鹿野川ダムの操作規則は令和元年6月6日に変更しました。 

東大洲暫定堤防の整備（0.7ｍ嵩上げ） 
【鹿野川増放流850m3/s→1150m3/s】 

現況堤防 

H30年度 
暫定嵩上げ（0.7m） 

概ね５年（激特事業） 
での嵩上げ（2.9m) 
（完成堤防） 

前 提 条 件 

操 作 イ メ ー ジ 図 
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Q 

600m3/s 

流下量増加は東大洲が 
溢れない850m3/s 

600m3/s 

流入量 

貯留量が現行の洪水調節容量の4割 
（660万m3）に達した時点で流入量が
増加している場合は流下量を増加 

流下量増加は東大洲が 
溢れない1,150m3/s 
 

貯留量が改造後の洪水調節容量の4割 
（950万m3）に達した時点で流入量が 
増加している場合は流下量を増加 
 

 ：ダムへの流入量 
 ：旧操作の流下量 
 ：新操作の流下量 

※破線は、ダムの容量が満杯になる
ことが想定される場合の流入量及び
流下量（異常洪水時防災操作） 

野村ダム 
Q 

300m3/s 

t 

最大1,000m3/s 

300m3/s 

流入量 

貯留量が現行の洪水調節容量 
の4割（140万m3）に達した 
時点で流入量が増加している 
場合は流下量を増加 

流下量増加は東大洲が 
溢れない400m3/s 

((流入量-300）×0.79 
＋ 300）m3/s 




